
市内公立小中学校が
コミュニティ・スクールに！
コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会が設置されている学校のことです。
この協議会は、保護者（PTA）や地域の皆さん、教職員などから成り立ち、地域と学校が力
を合わせて子どもたちを支える仕組みです。牛久市ではおくのキャンパス（奥野小・牛久二
中）が他校に先駆けて開始しましたが、今年度4月から市内全公立小中学校で導入しました。

今年度
4月から

学びの場を学校から地域へ広げていくことができます。
地域や保護者の声を学校に反映させることができます。
子どもを中心とした地域コミュニティづくりを長期的な地域の
発展につなげることができます。
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コミュニティ・
スクールで

広がる可能性

地域の人がコーディネーターになって地域と学校をつなげます。

NPO 地区社協地域住民 団体・企業 大 学PTA

部活動の外部
指導者がいたら…

職場体験の事業所を
見つけてほしい

登下校の安全を
確保したい

いじめ問題を
みんなで考えよう 九九やミシンの

学習ボランティアが
いたらなあ

地域とつながった
生きた学びを
させたい

地域にコンピュータや
英語のできる人がいた、
協力してほしい

子どもたちに
田植えなどの実体験
をさせたい地域の行事に参加

してもらいたい　

学校運営協議会

問　生涯学習課
☎871-2301

ＩＣＴ教育を充実させています。プ
ログラミング学習なども地域の皆
さんの力を借りながら進めています。

生活科の学習では、地域の方々の
協力で、充実した体験教室を通し
て教科の学習と結びつけています。

子どもたちの命を守る。登下校
の安心・安全は、地域の皆さんの
協力のもとに成り立っています。

高齢者との触れ合いを通して、優し
さや思いやりの心が育つとともに、
現実社会の課題にも向き合います。

パソコン指導 高齢者施設訪問登下校の見守りサツマイモ掘り

運用の
実例

広報うしく 2019年9月1日号 4


